
ご
み
連
で
は
、
ご
み
処
理
場
計
画
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
そ
の
解
決
に
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け
て
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ま
で
一
貫
し
て
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公
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行
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求
め
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●
行
政
や
議
会
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賛
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と
さ
れ
る
ほ
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の
一
部
の
人
々
が
、
ご
み
連
を
「
反
対
の
た
め
の
反
対
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
塞
い
で
き
ま
し
た
。　

私
た
ち
は
粘
り
強
く
、
糸
口
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
…
。
●
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
！

http://hakuba-kaeru.com/

大町市
住民の声・意見

議　会

白馬村
広域化推進！

　みなさんご存知ですか？　白馬村・大町市・小谷村が、広域化の枠組みで「ごみ処理施設」を作る

事に決めた事を。そして、北アルプス広域連合議会で（8/24-25。その前8/10にごみ処理特別委員

会あり）補正予算を組んで、次の一手を進めることを。

　各市村で、「広域化の是非も含めて、再検討する」とされていたにも関わらず、十分な話し合いや検

証が無いまま「ごみ処理広域化計画」を押し進めようとしています。

　「ごみの問題」は、私たちの日常生活に直結し、今後の村づくり～村ごと自然公園～にも大きく影響

する大きな問題です。　行政は、みんなの声を聞いていますか？　処理場を作る事は5・10・20年

先の未来を作る（考える）ことです。みなさん注視して行きましょう！　建設地は村内O地区と言う噂

もありますので・・・。

先日の総会で、ごみ連協の役員が
変わりました。
　会長： 長谷川 恒信
　副会長： 尾川 耕
　事務局長： 加藤 亮輔

よろしくお願い致します！！

小谷村 大町市

北アルプス
広域連合

広域化推進
！ 広域化推進

！

ただし、
要望書付き

小谷村
住民の声・意見

議　会

白馬村
住民の声・意見

議　会

ごみ処理広域化基本計画

ごみ処理施設基本計画

用地選定委員会

以前はH17 年 3月策定

以前はH19年 3月策定

以前はH19年 2月最終候補地発表

　8月10日広域連合議会「ごみ処理特別委員会」が
開催。3市村の民意 ?を集約して連合長から方針が発
表され、同日16 時から白馬村議会でも「ごみ処理特別
委員会」が予定。　『白馬村づくりとごみ問題』第二幕
の始まりです。　でもチョット待て、第一幕の「アンケー
ト結果の検証と総括」がいまだ発表されていません（要
請中）ネ。どこが問題で、どこでボタンを掛け間違え
たか、きちんと総括しなければ、また民意の読み間違
えを繰り返すことになりませんか？　方針発表の前にそ
れを公表し、次に「ごみ処理広域化基本計画」の見直
しを、その検討委員会には行政委員と同数の公募の住
民委員を参加させるかが、第二幕の試金石ですネ。

× ○ 賛成
反
対

わ
か
ら
な
い
？

ご み 焼 却 場 建 設 の 今 後 の 行 方

建設
開始
！

【ごみコラ・ム】

見直すと言っている

が、住民参加は「用

地選定委員会」と

しか言っていない。

（まだ未確定だが）

ごみ処理の基本のあ

り方や分別・収集方

法等の計画を行う。

本当は、この段

階で、住民参加

のもと、ごみ処

理のあり方を考

えるべき！！

こ
こ
か
ら

住
民
参
加
し
な
い
と
ダ
メ
！

　
　
　
　
　

じ
ゃ
な
い
？

施設の規模、場所を

計画を行う。

各段階はいつ決まる？1年後？3～5年後？スケジュールが分からない？



皆様の一層のご支援をお願いいたします！
カンパ振込先　●八十二銀行白馬支店／普通口座：137464
名義：ハクバゴミモンダイカンパ　●ゆうちょ銀行／口座記号番号
00520-2-83674／名義：白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会
｠

白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会ニュース Vol.57_090810号
発行 : 白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会
(会長 : 長谷川恒信 )〈事務局〉TEL:72-5372http://hakuba-kaeru.com/

「ごみ処理」の問題は、
エコ社会を作る上での、大きな課題です。
資源の無駄づかい、二酸化炭素排出などを抑えるために
大量生産→大量消費→大量廃棄　を見直す。
まずは「ごみ」から。 「分ければ資源」です。 

ごみの減量化から考える「ごみ処理施設を！」
今後20年の「地域のあり方・生き方」が、問われています。

7/14に行われた、臨時村議会の村長挨拶より（下線部は、ごみ連加筆）

ごみ連協の活動の詳細は、ホームページをご覧下さい。各種資料もあります。

　村長（行政）は、住民と真正面から向き合っ

て、住民と共に問題を整理し、1つ1つの疑

問について丁寧に「データを集め・議論する」

必要は無いと思っているのでしょうか？　6-7

月に行った「懇談会」のやり方は、時間も資

料も少な過ぎます。

　問題解決の「場」（委員会など）を設ける事

も無く。住民を置き去りにして、進んで行き

たいのでしょうか？

　7-9 年前に9 億円かけてダイオキシン対策

をし「新品同様」になって、平成 32年まで

の使用計画もある。それが、2年前の住民説

明会では、H27年までの使用。この前 7/11

の懇談会では、H25年まで…。そして直後の

14日には、「いつ停止するか」と説明。こん

なにコロコロと変わるのは、おかしいよね。

　これが本当なら、日頃の施設運営のやり方

に大きな欠点があるの？　　新しいものを作

る前に、この大問題を解決しないと。ネ。

　ごみ減量化！おおいにやって下さい。どの

地域でも「住民・企業の協力なくして減量は

できない！」と言っているように、計画～実施

まで住民参加でお願いします。

私たちが調べる限りでは、現
在の計画のまま「広域化」を
進める場合。右の視点に立っ
て、計画を作り実施する
「住民参加の場」が保

証されていません。

住
民
参
加
で

　

考
え
よ
う
！


